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Abstract
I examined Special support school course of study arithmetic from a developmental viewpoint. As
a result, I was able to point out the following things.
The arithmetic is relatively systematic in a comparison with national language. However,
consistency with national language is not considered. In addition, one phase and before one phase think
that examination letting you become independent as a subject of arithmetic and national language is
necessary.
There is not explanation about not taking up in front of one phase of contents by the course of study
commentary.
There are the leap in the stage, the leap between stages by the course of study commentary. I
include different stages of development of the quality by the course of study commentary at the
contents stage. Therefore different learning content of the quality of the development is set.
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「身近にあるものの長さやかさなど」とは，遊びや生活の中にある具体物についての大きい小さい，多い少ない，長い短い，高い低い，広
い狭いなどに関することである。
「比較する。」とは，この段階では，具体物を感覚的に直接比較して理解
することを意味している。例えば，大きい小さいは，ボール，果物，布，
紙，食器などの大きさ比べ，多い少ないは，給食の皿に盛り付けられた
副菜の量や牛乳びんでの比較など，具体物を通じた指導が挙げられる。
長い短いについても，例えば，測定の基礎として一端をそろえるという
要素が必要であるが，鉛筆やクレヨン，箸の長さを比べるなどを通して
指導することができる。高い低いについては，身長，ジャングルジムや
鉄棒などでの高さ比べなどの指導が考えられる。
特別支援学校学習指導要領解説における説明 説明の中での注目する記述部分 発達的検討
広い狭いについては，児童がとらえやすく，その差の大きいものについ
て指導することが大切である。例えば，25mプールとビニルプールの
広さの比較についてなどである。
段階（）では，大小，長短などは，その関係が絶対的なものでなく
相対的なものであり，比較するものの対象により変化することを指導す
る。
Table- 「量と測定」
段階（）身近にあるものの長さやかさなどを比較する。
「指導」
「広い狭い」 歳以降
「大小」「長短」から何故「広さ」
なのか？
「重さ」「美醜」「体積」「太さ」
「速さ」などの比較は示されて
いない
次の段階では「太い細い，厚
い薄い，深い浅い，遠い近いな
どの内容」の記述がある
「具体物を感覚的に直接比較し
て理解する」
「例えば…」
「測定の基礎として一端をそろ
えるという要素が必要」
歳か月〜歳
例えば以下の具体的な指導例が
他の部分と比較して豊富
，歳…絵画の基底線
「重さや広さなどが分かり，」とは，重い軽い，広い狭いに加え，対象物の状態や属性の抽出の仕方により使用されることがある太い細い，
厚い薄い，深い浅い，遠い近いなどの内容を指している。
「比較する。」とは，三者や四者の比較において，比較級（例えば，ひも
の長さ比べを行い，Aよりも Bの方が長い，長い順に並べる），最上級
（例えば，Aが一番長い）などの理解や用語を使うことができるように
なることである。また，長さを任意の単位（例えば，ロープ，テープ，
棒等を使って）で表すことで，間接的にこれより少し長い，これと同じ
くらいなどと比較判断したり，他に利用する素地を養ったりすることな
ど，数量を生活に生かすような学習の展開を意味している。ボール投げ
や幅跳びの結果を例えばmの棒や10 cm のひもを使って比較し，m
や10 cm の長さに親しむことなどの経験を豊富にすることにより，長さ
の感覚を十分身に付けることが大切である。
特別支援学校学習指導要領解説における説明 説明の中での注目する記述部分 発達的検討
この段階の児童の生活では，様々な計器類に触れることも多い。例え
ば，電気製品や調理用品のメーターの表示が示す数値を読み，その意味
を知ることは生活を営む上でも，量の感覚を養う上でも大切なことであ
る。
Table- 「量と測定」
段階（）身近にあるものの重さや広さなどが分かり，比較する。
「計器類」 子どもの身長や体重がより身近
で具体的ではないか？
「つの比較から系列的」
「長さの指導」
「他に利用する素地を養ったり
すること」
次元可逆操作…、歳
自ら絶対的な基準を設定して比
較する
具体的な指導例が他の部分と比
較して豊富
「素地」用語の意味が不明
「身近にあるものの大小や多少などに関心をもつ。」とは，量についての基礎的な概念を養い，大きい小さい，多い少ない，重い軽いなどの
違いに体験的に気付いたりすることである。砂，水，ボール，積み木，粘土などの素材を使用して，例えば，教師と一緒にいろいろな大き
さの砂山を作ったり，水をいろいろな容器に移し替えたり，積み木を積んで高さ比べをするなどの遊びが挙げられる。
大小，多少などは，比較から生まれる相対的なものであり，特に，段
階では，つのものの大小，多少を中心に，視覚等の感覚による判断の
経験を大切にするとともに，児童が実生活で出会う様々な量やその大き
さについて関心をもてるようにしたり，量についての感覚を育てたりす
ることなどに配慮することが大切である。
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Table- 「量と測定」
段階（）身近にあるものの大小や多少などに関心をもつ。
「つのものの大小，多少を中
心に，視覚等の感覚による判断
の経験」
歳〜歳か月
 考察
4-1 教科間の整合性
算数教科は国語教科との比較において相対的に系
統的であるが、国語教科との教科間の整合性が検討
されていない。また段階及びそれ以前は算数や国
語の教科として独立させるかの検討が必要であろ
う。
4-2 段階前の段階について
内容段階前について取り上げていない理由が示
されていない。
4-3 段階内における飛躍、段階間の飛躍
段階内・間において複数の発達の段階を含んでお
り発達の質の違う学習内容が設定されている。
4-4 他
数の「」の学習。ゆたかな対の概念（「つの
世界」）についての提示や障害のある児の自我形成
と対概念獲得についての検討が求められる。
本研究は第49回日本日本発達障害学会（ポスター
発表2014.8宮城教育大学）で一部を報告した。
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